
学習シート「熊本博物館の役割（仕事内容）」 

 

（        ）学校（  ）年（  ）組  名前（              ） 

 

熊本博物館クイズ 

Ｑ１）熊本博物館は、いくつぐらいの資料を集めているのでしょうか。 

①約５千点  ②約１万点  ③約１４万点  ④約１３０万点 【       】 

 

Ｑ２）そのうち、展示してある資料はどのくらいでしょうか。 

①約５百点  ②約１千点  ③約４千点  ④約１万点    【       】 

 

（１）どのようにして、これだけたくさんのものを集めたのか予想してみましょう。 

 

 

 

【展示されるまでの道のり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（写真のように）資料がボロボロになる理由を考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

【博物館にあるマークの意味】 

(補足説明) 

 
 

 
 
 

理科プログラム 
学年・単元等一覧 

 
 
 
 

小学校中・高学年 

大日本図書「たのしい理科」 

 

中学校 

啓林館「未来へひろがるサイエンス１～３」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    （Ｒ３年時点：採択教科書等） 
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３年 89

91
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97

１年 99

101
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105

107

109

111

５年 113

６年 115

117

119

121

123

中学校

(23)水草は何の仲間？【いろいろな生物とその共通点：植物の特徴と分類】

３年

１年
(24)植物の分類【いろいろな生物とその共通点：植物の特徴と分類】

(26)この植物が増え過ぎたら…？【自然と人間：人間と環境】

小学校

(19)クスノキの『ひみつ』を探ろう【季節と生物（春）】

(20)キタミソウの『ひみつ』を知ろう【季節と生物（春）】

(21)命をつなぐ植物の知恵【生命のつながり：植物の実や種子のでき方】

(22)葉の表面を詳しく調べてみたら…【植物の成長と水の関わり】

(16)ヤマドリの尾はなぜ長い？【生命の連続性：生物の種類の多様性と進化】

(18)知ってますか？絶滅危惧種や特定外来生物【自然と人間：人間と環境】

４年

(25)ヒメバイカモに適した環境は？【自然と人間：人間と環境】

動物

(10)昆虫の体のつくりを調べよう【こん虫の育ち方】

(11)ヒトとカエル、呼吸の仕方を比べよう【体のつくりとはたらき】

(12)これを食べたの、一体だれ？【生物どうしの関わり（5年：生命のつながり）】

(13)水生生物のつながり～江津湖では？【生物どうしの関わり】

小学校

中学校
３年

(17)江津湖は今、在来種と外来種【自然と人間：自然界のつり合い】

(15)足跡や骨格の違いから…【生命の連続性：生物の種類の多様性と進化】

(14)すごい！体のつくり…環境【いろいろな生物とその共通点：動物の特徴と分類】

植物

（３）学習プログラム（理科編）
　　　　※「分野」は主な活用資料の所管分野
　　 「学校種・学年」は参考まで（他学年での実施も可）

分　野 学校種・学年 館内学習題材名　【関連する教科書単元（章）・小単元名】 頁（P)

６年

地質

小学校 ６年

　(1)熊本の地層と化石、そのでき方【土地のつくりと変化】

　(2)化石から何がわかるの？【土地のつくりと変化】

　(3)火山からの噴出物、知っていますか？【土地のつくりと変化】

　(4)火山活動と地形の変化（カルデラ形成）【土地のつくりと変化】

中学校 １年

　(5)地震はどのようにして起きる？【活きている地球：ゆれる大地】

　(6)金峰山はどのようにしてできたの？【活きている地球：火をふく大地】

　(9)身近に起こる液状化現象【活きている地球：語る大地（ゆれる大地）】

  (7)火成岩のでき方を確かめてみよう【活きている地球：火をふく大地】

　(8)地下の様子の調べ方【活きている地球：語る大地】

（１）小学校６年：理科「熊本の地層と化石、そのでき方」 

 

１ 館内学習と関連する教科書単元 「土地のつくりと変化」 

 

２ 教科書単元の目標 

  土地やその中に含まれている物に着目し、土地のつくりやでき方を多面的に調べる活動を通して、土 

地のつくりや変化についての理解を図り、観察・実験などに関する技能を身に付けるとともに、より妥 

当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決をしようとする態度を養うことができるようにする。 

 

３ 教科書の指導計画（概略）  ★最も関連のある小単元・題材 

次 小単元・題材名 主 な 学 習 内 容 

１ 土地をつくっているもの★ 地下の様子、土地が縞模様に見える理由 

２ 地層のでき方（流れる水の働き）★ 流れる水の働きと地層のでき方の関係 

３ 火山の働きと地層、堆積岩（★） 火山の働きと地層のでき方、流れる水の働きと堆積岩 

４ 火山活動や地震による土地の変化 火山活動や地震による土地の変化について 

芳野層、御所浦層群、姫浦層群の地層の写真や化石を活用することで、地層のでき方に 
ついての理解を深めることができるようにする。 

  

５ 学習展開例（実験・工作室内と展示室で学習展開） 

学習活動（ 主な発問 ・予想される反応 ※留意点 ○解説内容 活用する資料 ）その他 

 

(1) 芳野層、御所浦層群、姫浦層群の化石を展示室内で探す（※展示室に移動）。 

 写真と化石を線で結び、気づいたことなどを学習シートに記録しましょう。 

   ・芳野層には、葉っぱの化石がふくまれているぞ！ 

   ・御所浦層群では、巻き貝などのたくさんの貝の化石が見つかる！ 

・姫浦層群には、アンモナイトの化石がふくまれているんだね！！ 

  ※展示室内を巡り、必要に応じて言葉をかけたり質問に答えたりする。 

 

(2) 実験・工作室に戻って学習シートの答え合わせを行い、地層の岩石を観察する。 

  ３つの地層をつくるのは、どのような岩石なのでしょうか？ 観察して調べてみましょう。 

※芳野層の泥岩、御所浦層群の砂岩、姫浦層群の砂岩・泥岩（頁岩）互層の標本を 

各グループに配り、虫眼鏡で観察するよう伝える。 

 ・粒の大きさが違うな（比べてみよう！） 

 ・粒の見えない泥岩でも、カチンカチンのものとポロポロ指につくものがあるんだな 

    ・流れる水の働きでできた地層なのに、なんで石の色が違うのかな？ 

 

(3) 博物館の担当職員（学芸員）より説明を聞く。 

 ※地層が流れる水の働きによってできることを確認する。 

○熊本県には、御所浦層群や姫浦層群のように海の中でできた地層や、芳野層のように湖の中で 

できた地層があることなど。 

  ※他の展示物の見どころなども簡単に伝えて、何度も（改めて個人で、家族で）見学に来たい 

   という思いを高めるようにしたい。 

 

 
４ 館内学習の目標   
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